
 
熊本県立甲佐高等学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
 「夢実現 ～可能性への挑戦～」 
 ア 教育方針 
（ア）県教育委員会関係課から出されている「令和７年度教育指導の重点及び取組の方向

」を基本に、本校「五綱領」を踏まえ、社会に貢献する生徒の育成を目指す。 
（イ）カリキュラム・マネジメントを推進し、チーム学校の一員として、生徒・職員・家

庭・地域一体となって、活気ある学校づくりを目指す。 
 イ 教育目標 
 （ア）健全な心身の育成 

①学校の教育活動全体を通して、人権尊重、道徳を含む生徒の心身の向上に努める。 
②体験学習・ボランティア活動を通じて、人を思いやる心（恕の心）や、奉仕する心
を育てる。 

③部活動を活性化させ、行動力、協調性、社会性を磨く場とする。 
④教育環境を整備し、生徒の健康・安全教育の徹底を図る。 

 （イ）学力向上と進路指導の充実 
①一人ひとりの学力や個性に応じた「参加する授業」を工夫し、自ら学び考える力を
育成する。 

②面談やＬＨＲ等を通じて、将来の進路目標を早期に設定できるように支援し、キャ
リア教育の視点から自己実現に取り組むようにする。 

 （ウ）地域社会と連携した学校づくり 
①一人ひとりの活動する機会を工夫する。 
②地域社会との連携を通して、あいさつやマナー等基本的な生活習慣を身に付けるよ
うにする。 

③地域と連携した教育実践を更にすすめる。 
④地域の方々に来校いただく機会を増やすことで、生徒を中心に地域、家庭、学校、
関係機関等との相互理解を深め、信頼される学校づくりを目指す。 

 （エ）郷土を支える人材（人財）の育成 
①地域の方々と触れ合う機会を通して、郷土への理解を深めると同時に、郷土を愛す
る心を育てる。 

②地域創生の観点からも、将来的に地域社会・経済を担っていく人材、ひいては、組
織で必要とされる人的な財産としての人財を育成する。 

 ウ 熊本県立甲佐高等学校の目指す生徒像 
 

 

 

 
    【 学習・進路 】            【 生 活 】            【 特別活動 】 
  （自主性・高い進路目標）      （基本的生活習慣の確立）         （心身の鍛練） 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

創立１０５周年の歴史を誇る学校 
「 夢 実 現 」 

～ 可能性への挑戦 ～ 

・一時間一時間の授業を大切にし、
学力向上に挑む生徒。 

・学習することの意義や目的を考
えて授業に参加する生徒。 

・習熟度別学習などを通して、学習
に対する意欲を高め、「予習→授
業→復習」という学習計画を立
て、実行する生徒。 

・返却されたテストを基に自分の
強みや弱点を分析し、更なる理解
に挑む生徒。 

・早期から、将来の進路目標を設定
し、その達成のため、主体的に学
習を進める生徒。 

・学びの基礎診断ツール等を活用
することにより、自己の適性を的
確に把握し、進路目標に挑む生
徒。 

・体験学習を通して、勤労観や職業
観の必要性を理解し、進路に生か
す生徒。 

・「公営塾」を活用することで基礎
学力を高め、自己の長所を伸ばす
ことに挑む生徒。 

・自ら進んで初対面の人に対しても
挨拶ができ、誰に対しても誠実な態
度で接することができる生徒。 

・人権を常に尊重し、思いやりのある
言葉遣いで、他者とのコミュニケー
ションをとることができる生徒。 

・交通法規やマナーを常に遵守し自
他の生命を大切にする生徒。 

・スマートフォンやＳＮＳ等の正し
い使用方法を遵守し、モラルの向上
を図る生徒。 

・社会のルールに従って、節度ある行
動をとることができる生徒。 

・自分の長所や短所を把握し、自己の
能力の伸長に励む生徒。 

・校歌を大きな声で歌うことにより、
母校愛を高める生徒。 

・甲佐高校の生徒として誇りをもっ
て生活することで、友人、先生、保
護者、地域の方々等から信頼を得る
こと。 

・日々の生活の中で、今まで身に付け
たことを応用し、課題の解決に取り
組むことができる生徒。 

・部活動に積極的に加入し、日々の
活動を通して心身の健全な育成
を図る生徒。 

・学校行事や生徒会活動等に積極的
に参加することにより、自己肯定
感を高め、自信を持って行動でき
る生徒。また、自分の所属する集
団に貢献することができる生徒。 

・ボランティア活動や地域の行事等
に積極的に参加することにより、
郷土を愛する心を高め、地域社会
の発展に寄与する生徒。 

・人との活動の中で、グループの一
体感を作り出すことができる生
徒。 

・体験活動を通して、社会人として
の在り方を考え、自分の将来像を
描くことができる生徒。 

・地域の小・中学校との交流を積極
的に図り、本校のＰＲ活動に励む
生徒。 

・地元企業等との交流を通して、郷
土を支える人材（人財）に成長す
る生徒。 

甲佐高等学校 
保護者・分教室・緑友会・甲佐町役場・公営塾 
各小中学校・各企業・福祉施設・レオクラブ 等 

連 携 



２ 本年度の重点目標 
 ア 基本的な生活習慣の確立 
 （ア）正しい言葉遣い、爽やかなあいさつを身に付けさせ、社会に適応する力を育てる。 
 （イ）時間を厳守し、遅刻や欠席のない生活習慣や身だしなみを確立する。 
 （ウ）交通マナーやＳＮＳ等、社会のルールに対する規範意識を高めさせ、地域を支える
   人材を育てる。 
 （エ）クラスや地域に貢献し、甲佐高校生として自覚と誇りを育てる。 
 イ 教師の授業力向上、個に応じた学習指導と進路指導 
 （ア）「授業力」の向上 
   生徒が主体となる授業の工夫を重ねるための授業研究、公開授業を活用する。また、
  生徒からの授業評価を日々の授業の実践に生かす。 
 （イ）個別の添削、面接指導等により個々の能力に応じたきめ細かな指導を行う。 
 （ウ）夢実現のため図書館や進路指導部等の活用をすすめる。 
 （エ）日々の教育活動を通じて生徒理解に努め、共通理解を図る。 
  （オ）学習教材アプリを活用し、生徒の自学力向上を組織的に努める。 
 ウ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かした自主性、創造性、奉仕の精神などの育成 
 （ア）部活動や委員会活動等へ積極的に参加できるよう運営や時間を工夫し、教育活動全
   般を通じて人権教育、道徳教育を行う。 
 （イ）学校行事、ボランティア活動などを通じて、自ら考え、行動できる生徒に育て、将
   来的に郷土を支える人材（人財）を育成する。 
 エ 地域と連携した教育活動 
 （ア）広報活動や学校運営協議会（総合型コミュニティスクール）等を通じて、地域社会
   に対し本校教育への理解と協力を深める。 
 （イ）保護者との面談や家庭訪問を計画的に行い、家庭と学校の連携を密にするとともに
   地域社会、特に小・中学校との連携を深める。 
 （ウ）組織的な探究活動の充実及び効果的な魅力発信を行い、入学者の増加を図る。 
   ※熊本スーパーハイスクール（ＫＳＨ）構想のクリエイトハイスクール、スーパーグ
    ローカルハイスクールの指定を受け、地域連携・協働による教育活動に誠意をもっ
    て丁寧に取り組み、更なる充実を図る。 
 オ 言語環境の整備 
 （ア）学校生活全体を通じて、言語に関する理解や関心を深め、言語環境を整えるととも
   に総合的な言語能力（読む・書く・聞く・話す）の習得並びに実践する態度を養う。 
 （イ）図書館の充実を図る。 
 カ 教育相談体制の充実 
 （ア）全ての教育活動を通して、生徒理解と実態把握に努め、心の教育の充実を図る。 
 （イ）各校務分掌や教職員間の情報共有を図り、いじめの早期発見や対応、特別な配慮を
   要する生徒への対応等、教育相談体制を更に充実させる。 
 （ウ）中高連携を更に充実させ、外部の専門機関との連携を深め、生徒を支援する組織力
   を高めると共に、日々の学校生活に有用感や達成感等を得させ、家庭とともに生徒が
   自身の進路実現に向けて主体的に取り組むよう係わりを持つ。 
 キ 防災教育の徹底 
 （ア）熊本地震、令和２年水害を教訓とした防災教育の充実を図る。 
 （イ）地域社会、関係機関等との連携を更に図り、風水害等の災害に適切に対応する防災
   体制を強化する。 
 ク 令和の日本型学校教育の視点から考える甲佐高校型「インクルーシブ教育」の推進 

 

  



３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

魅力ある
学校づく
り 
 

自ら気付き考
え行動する生
徒の育成 
主体性と協調
性を兼ね備え
た生徒の育成 

・学校行事等
に自ら主体
的・協働的
に参加する 

・全ての学校行事
に生徒を中心に
おき創造的な企
画と運営に取組
ませるよう指導
する。 

・学校行事での役
割分担と協力体
制を明確にし、
生徒一人ひとり
が達成感を味わ
えるようにする 

Ａ ・学校行事において諸ア
ンケートにおいて満足
度の高い結果を得た。
満足度の向上に向けた
具体的な改善策の実施
が今後の焦点である。 

・校内運営委員会を中心
に各分掌が工夫や改善
を行いやすい組織を整
備する。 

探究的活動・
ボランティア
活動の充実 

・自ら主体的
に体験する
ことで、奉
仕や勤労、
人の心や命
を大切にし
、人権を尊
重する心を
育むと同時
に、この活
動を自己の
進路目標に
役立てる 

・魅力企画・
発信委員会
と探究活動
委員会、学
科をとおし
た活動の実
践 

・１年生地域探究
活動、２年生イ
ンターンシップ
、ビジネス情報
科の地域特産物
販売、福祉教養
コースの施設訪
問等を行い、文
化祭での発表、
学びの祭典での
発表や展示を行
う 

・年度末アンケー
トを実施し、目
標の達成度を確
認する 

・校外でのボラン
ティア活動に生
徒一人一回以上
は参加させる 

Ａ ・外部機関等との連携を
行い、計画した活動を
実施することができた
。 

 災害や学童保育等のボ
ランティアを含め、町
や地域の企画に参加す
る機会を多く得て、生
徒の学びを深めること
ができた。 

・町や連携企業等との連
携について組織的対応
ができるよう校務分掌
等の環境を整備したい
。 

部活動や生徒
会活動委員会
活動の活性化 
 

・年間を通し
て活発に活
動する部活
動や生徒会
活動・委員
会活動の育
成 

 

・行動力、協調性
、社会性を学び
人格形成の場と
する 

・しっかりとした
活動計画を立て
、安全で楽しく
学べる部活動と
する 

・全生徒により作
り上げる生徒会
活動、委員会活
動の指導を行う 

Ｂ ・国や県の指針に則った
部活動を行うことがで
きた。部員数の多少に
かかわらず、生徒主体
の活動を実施できた。 

 生徒会活動や委員会活
動は生徒の主体性を引
き出すきっかけとなっ
た。 

・生徒の主体性を引き出
す具体的活動方針を検
討していきたい。 

地域社会
に根ざし
た信頼さ
れる学校
づくり 
 

地域との連携
・協力 

・地域連携を
深める事業
の構築 

 
 
・公営塾（あ
ゆみ学舎）
への入塾者
の増加（各
学年１０人
以上） 

・学校運営協議会
や関連した会議
を通して、連携
を深める 

・公営塾（あゆみ
学舎）との情報
交換を適宜行い
、生徒の入塾や
企画参加を促す 

Ａ ・関心がある生徒には体
験期間を設けた利用を
可能とするなど、利用
促進に向け工夫がなさ
れていた。ＰＲ動画作
成の際は企画から作成
まで大きな役割を担っ
た。入塾者は前年程度
（今年度は利用促進の
ため入塾なしでの利用
も多かった。昨年１２
名程度）であった。ま
た、塾長は学校行事や
地域の活動にも参加し
、生徒との交流を深め
た。 

・引き続き町や連携企業
との調整役として連携
を深めていきたい。 



保護者・地域
等との連携と
広報 
 
 

・情報発信の
強化 

・本校のＰＲ
機会を増や
し、入学者
の増加に繋
げる。 

・次年度の入
学生６０人
以上、最低
でも各クラ
ス１５人以
上を目標と
する 

・ＨＰの随時更新
、「学校だより
」の発行、広報
甲佐への投稿に
よる情報提供に
より、本校の教
育活動を積極的
に発信し魅力を
伝える 

・中学校を定期的
に訪問する 

Ｂ ・個人情報保護等に対応
するため校内の環境整
備を行ったが、アンケ
ート等ではホームペー
ジの一層の充実が求め
られている。なお、前
期の志願者は２９人で
ある。 

・校内の校務分掌を整理
するとともに、連携企
業とも連携し、一層の
情報発信に努めたい。 

緊急時対応の
充実 

・危機管理マ
ニュアル、
緊急時対応
マニュアル
やすぐーる
を活用し危
機管理対応
力を高める 

・緊急時対応マニ
ュアルを基に避
難訓練や救急救
命講習等を実施
する 

・大規模災害の発
生を想定した対
応訓練の実施 

・危機管理マニュ
アルの改訂と充
実 

Ａ ・地域住民とともに避難
訓練を実施した。 

 全職員・全生徒で緊急
救命講習を実施し危機
発生時の動きを実践し
た。 

・より一層の防災意識高
揚のため次年度当初に
避難経路の確認を行う
予定である。 

業務改善

・働き方

改革 

新委員会の発
足による業務
の平準化 

・働き方改革
の推進を踏
まえた校務
運営の改善 

・職員の業務
の偏りを少
なくし、特
定の職員に
背負わせて
きた負担を
軽減する 

・生徒との関
わりの時間
を確保し、
生徒の不安
や困り感を
解消できる
環境をつく
る 

・ＩＣＴを活用し
た業務の効率化
を図る 

・毎月衛生推進委
員会を実施し、
勤務状況を把握
、分析し対応策
を全体にアナウ
ンスし個々に示
す 

・業務の見える化
を全部署で行い
、全職員で共通
理解を図りなが
ら校務を行う 

・学校改革のため
の３委員会の機
能を発揮し、本
校の生徒募集に
全職員が係る意
識を高める 

・生徒・保護者と
のかかわりを丁
寧に行い信頼関
係を築き、将来
の目標を設定し
、その実現に向
けて協働する 

Ａ ・衛生推進委員会を必要
に応じて開き、職員の
心身の健康状態把握や
情報共有を行った。そ
の結果、昨年度並みの
超過時間が低位で推移
した。 

 新委員会により担当業
務の整理を行うことが
できた。 

・新委員会の業務整理に
より校務分掌の刷新に
つなげたい。 

休暇を取りや
すい職場環境
の構築 
 

・会議等の効
率化と 研
修の効果化 

・学校行事や定期
考査時に会議や
研修を入れない 

・職員研修を朝会
時や長期休業日
期間に実施し、
タイムリーで効
果的な研修にす
る 

Ａ ・職員研修の効率的な実
施により、考査期間中
の午後や長期休暇中の
実施を最小限にとどめ
ることができた。創出
された時間には、ゆと
りある生徒対応や休暇
取得等に充てることが
できた。 

・生徒と職員のよりよい
関係性構築に向けた安
定した面談等の時間確
保のためより一層の行
事予定の検討を行いた
い。 



 
学力  
向上 
 

授業力の
向上 
 
 

「分かる授業
づくり」の工
夫 

・研究授業の
積極的 な
実施 

・公開授業の
活発化 

・ＩＣＴ機器
の利活 用 

・授業に対す
る生徒の受
け止めの把
握と改善 

・主体的・協
働的・ 深
い学びを主
体に した
授業の展開 

・公開授業週間の
設定、積極的参
観、地域・関係
各所への案内 

・全ての授業によ
る協働的学びの
実施 

・授業評価アンケ
ートの実施 

・教科会で授業の
検討会の実施 

Ｂ ・受検生の本校授業見学
数が年々増加している
ことなどから、中学生
に本校教育内容が概ね
伝わっていると考えら
れる。 

・本校生が落ち着いた環
境で学習に取り組めて
いる状況を大切にし、
自主的に学習に取り組
む態度を育成する。 

個に応じ
た｢分かる
｣学習指導 

授業の理解と
個別指導の充
実 
 

・授業理解に
ついての肯
定的評価を
80％以上と
する 

・学習指導及
び評価が一
貫した授業
展開 

・個別最適な
学びと協働
的学びを両
立させた授
業の構築 

・指導法、生徒理
解情報の共有 

・身近な題材、体
験的活動的学習 

・常に観点別評価
を更新する 

・ＴＴ実施の授業
での個別指導だ
けでなく、全教
科による個別の
課題配付（指示
）による授業外
の指導の実施 

Ａ ・授業評価アンケートに
おいて、授業わかるの
回答が、８５％以上で
あった。国数英の習熟
度授業においても、各
個人に合わせた課題と
授業内容が準備され、
先生方の工夫の成果が
見られた。 

・スタサプ等を活用し、
より一層個人に合わせ
た最適な学びが実現す
るように努める。 

学習に対
する意欲
・姿勢 

自ら学ぶ意欲 ・学習に対し
て、自ら意
欲的に取り
組んだ体験
を持つ生徒
を 100％と
する 

・自学力向上
委員会によ
るスタディ
サプリを利
活用し自学
力の向上に
つなぐ 

・基礎基本の徹
底、課題学習 

・将来（進路）に
つなげる学習指
導 

・あゆみ学舎（公
営塾）との連携 

・スタディサプリ
の利活用につい
て個々への具体
的指示と学ぶ意
欲を引き出す 

Ａ ・自ら課題解決に向かう
姿が多くなり、スタデ
ィサプリの使用で、個
人に合わせた学びを進
める生徒が多くなった
。模試を受験する生徒
も増加し、将来の進路
につなげる学習もでき
つつある。 

・課題を最後まで粘り強
く仕上げていく態度も
必要である。今後も、
場面に応じて個別に指
導していく。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

自らの可
能性に挑
戦し、進
路目標の
実現を目
指す 
 
 

自己実現に繋
がる早期の目
標設定 

・進路目標の
早期設定。
３年次８月
までに100
％とする 

・キャリア教育の
視点に立った進
路学習の実施 

・進路ガイダンス
等への参加 

・タイムリーな進
路情報の提供 

・生徒による活動
の振り返りの実
施（２年次末か
ら） 

・２年次からの二
者面談や三者面
談の実施 

Ａ ・３年生は、２年次から
の取組により、早期の
進路目標の設定が達成
された。２年次は年度
後半から進路LHRを計画
し、進路意識の向上に
つなげる指導を行って
いる。 

・年間の各学年の指導計
画を年度初めに立てる
ことができるとより見
通しをもっての指導に
当たることができる。 



進路目標実現
のための努力 

・就職・進学
希望者全員
の進路目標
達成 

・求人票公開シス
テム「ハンディ
進路指導室」を
利用した求人情
報の提供 

・３学年や各教科
との連携、情報
の共有 

・個別学習指導の
実施 

・進路ガイダンス
や職場見学の活
用 

 

Ｂ ・1月現在、未決定生徒に
対しても個別伴走型の
支援を継続している。
１・２年生に関しては
進路ガイダンスや各種
見学を通して進路意識
の向上に努めた。 

・従来に比べて、生徒そ
れぞれの状況に応じた
進路指導が求められる
。様々な情報収集を行
う必要がある。 

 
生徒  
指導 
 

個を尊重
した生徒
指導 
 

基本的な生活
習慣と言語環
境の整備 

・生徒の適切
な言葉遣い
を育む 

・授業への遅
刻をなくす 

・様々な場面で、
全職員が言葉遣
いに対する指導
の意識を強く持
つ 

・授業時間を守る
指導の徹底 

Ｂ ・低学年次からの適切な
言語習慣の定着に向け
た継続的な指導を強化
する。 

・授業への遅刻は少ない
が、登校時の遅刻等、
生活リズムの確立に向
け、登校習慣の再徹底
を図る。 

安心・安
全 
 

甲佐高校生と
しての自信と
誇り 

・問題行動を
未然に防ぐ 

・生徒会主催
行事の充実
（スポーツ
フェスティ
バル、青垣
祭） 

・問題行動の未然
防止のための職
員間の情報共有
及び保護者との
連携 

・多様な問題行動
に応じた公的な
公共機関との連
携した指導 

・昨年度の反省を
生かした企画・
運営 

Ａ ・情報共有によるいじめ
を含む問題行動の重大
化や長期化は防ぐこと
が出来た。 

・学校行事についてはア
ンケート結果を反映し
た計画を行う。 

携帯電話の危
険回避と適切
な利用 
 

・インターネ
ット・ＳＮ
Ｓ利用が関
係する問題
行動件数の
減少 

・情報モラル講演
会の実施 

・インターネット
・ＳＮＳ利用に
関するアンケー
トの実施 

Ａ ・新入生のトラブルは必
ず発生しているが、早
急な対応により重大事
案への発展は防止でき
ている。 

・専門機関からの講話等
を計画し新入生のＳＮ
Ｓによるトラブル防止
に繋げる。 

交通安全教育
の徹底 
 
 

・交通違反、
事故件数の
減少 

・原付通学生実技
講習会の開催 

・通学方法別の状
況把握のための
校外指導の実施 

Ａ ・自転車通学生の転倒事
故等が発生した。一昨
年度から参加している
バイク通学生の実技講
習会を継続した。 

・登下校時の事故発生で
警察への連絡が徹底さ
れていない事例が見受
けられたため、その場
での対応を確実に実行
できる指導が必要であ
る。 

人権教
育の推
進 

人権尊重
の精神 
 
 

人権に関する
理解の深化お
よび豊かな人
権感覚の育成 

・人権課題の
解決に向け
た学習の実
施と差別を
なくそうと

・人権教育講演会
、人権教育LHRの
実施 

・人権が尊重され
る環境づくり（

Ａ ・講演会、ＬＨＲを実施
できた。家庭訪問や面
談で生徒及びその背景
の理解に努めた。 

・早期の計画づくりと家



する態度の
育成 

授業、言語環境
等） 

・家庭訪問、面談
を中心にした背
景理解 

庭訪問の意義や理解を
研修などで広める。 

研修の充実と
推進体制の強
化 

・計画的な校
内研修の実
施 

・年間1回以上
の校外研修
等への参加 

・人権教育推進委
員会の活性化 

・校内研修の実施 
・校外研修への参
加促進 

Ａ ・計画的に委員会や研修
を実施し、校外研修も
全員が積極的に学習し
ていただいた。 

・年間を通じた日程等を
早期に周知する。 

命を大切
にする心
を育む指
導 
 
 

自他の命を大
切にする心の
育成 
 
 

・｢自他の命
を大切にす
る心｣を育
むＨＲやＬ
ＨＲでの取
組の実施 

・生徒の感想
等の取りま
とめ事後指
導を実施 

・教育相談体
制の充実 

・委員会で指導案
検討や情報共有
をし、職員会議
、研修等による
共通理解 

・相談窓口等の周
知 

・ＳＣ、ＳＳＷ等
の専門機関等と
生徒・保護者職
員の連携強化 

Ａ ・職員会議や研修等によ
る情報共有、相談窓口
の周知を行った。ＳＣ
、ＳＳＷ等、専門機関
や町との連携を強化で
きた。 

・関係機関との連携の様
子を委員会のみならず
、研修で情報共有を進
める。 

いじめ
の防止
等 

いじめ防
止と早期
の発見 
 
 

｢いじめ防止
基本方針｣及
び｢いじめを
許さない｣行
動指標の定着 
 

・生徒、職員
、保護者の
連携 

・学校独自に
作成したＳ
ＮＳの使い
方・言葉遣
い等につい
ての行動指
標の点検 

・職員研修等の充
実 

・「心のきずなを
深める月間」に
各クラスで代議
員が中心となっ
た学習を実施 

・上の取組の中で
ＳＮＳの使い方
・言葉遣い等に
ついての振り返
りを実施 

Ｂ ・きずな月間で代議員が
活動し、メディアにも
取り上げられ、文化祭
でその成果を発表した
。６月と１１月、２月
にアンケートを実施し
た。 

・代議員会の活動をより
活性化し、主体的な活
動になるよう、明確な
目標をつくる。 

いじめ未然防
止のための情
報集約と組織
的な取組 

・生徒、職員
、保護者の
意識向上に
よるいじめ
未然防止、
早期発見、
早期対応の
組織づくり 

・一人の教員
が抱え込ま
ない組織的
な情報集約
を実施、い
じめ未解決
件数０とす
る体制づく
り 

・「心のきずなを
深める月間」の
取組等を通して
のいじめ防止の
ための意識向上 

・いじめ防止対策
委員会の充実（
定例開催、随時
開催） 

・職員会議、学年
会等での情報集
約の研修実施、
共通理解の深化
を検証 

Ａ ・いじめ防止対策委員会
を適宜開催した。情報
集約担当者と連携し、
組織的に対応しつつ、
研修を実施した。 

・情報集約からいじめ防
止対策会議に即時につ
ながるよう体制づくり
を継続し、情報共有を
進める。 

特別支
援教育 

個々への
適切な支
援 
 

特別な支援を
必要とする生
徒の把握・対
応 

・個別の支援
計画、指導
計画の活用 

・生徒、保護
者、専門機
関との連携 

・診断テスト
の実施 

・支援計画・指導
計画の定期的な
評価、検証（校
内委員会、職員
研修での共有） 

・各種機関との情
報交換 

・校内研修の充実 
・生徒を多角的に
把握するために
診断テストを検
討し実施する 

Ａ ・支援計画の作成、研修
での活用を行った。巡
回相談、ケース会議な
どで外部専門機関と連
携し、生徒の支援に生
かすことができた。 

・来年度も支援学校職員
と合同研修を実施。 

コミュニ
ケーショ
ン能力を

コミュニケー
ションスキル
やストレスに

・ＳＳＴ、心
理教育の実
践 

・コミュニケ

・交流面談の実施 
・交流面談により
得た情報を職員
間で共有し生徒

Ａ ・交流面談を実施し生徒
の実態を多面的に把握
することができた。各



育む 対処する力を
身につける 

ーションの
機会を増や
す 

理解と指導に役
立てる 

・ＳＳＴ、ストレ
ス対処法LHRの
実施 

学年の実態にあったス
トレス対処ＬＨＲを実
施することができた。 

・希望者には、ＬＨＲだ
けでなく、ＳＳＴを実
施する。 

保健 
環境 

健康管理
能力の育
成 

健康に対する
自己管理能力
を高める 
 
 
 

・自分の健康
状態を把握
し、管理す
る力を育成
し、けがや
病気を防ぐ
ための生活
を送ること
ができるよ
う、保健指
導を行う 

・ほけん便りや掲
示物による啓発
を行う 

・個別保健指導の
実施する 

・把握した情報は
職員間で共有し
、組織で対応す
る 

Ｂ ・スマホによる健康被害

やスマホとの付合い方

について、文化祭やク

ラス掲示ポスターで啓

発した。また、歯の治

療が必要な生徒へ、夏

休み前と冬休み前に個

別指導を行った。 
・感情のコントロールが
苦手な生徒が多いため
、特別支援と連携し、
個別指導を実施する。 

環境整備 安全管理と主
体的に環境美
化に取り組む 
意識の向上 
 
 

・安全点検の
実施 

 
 
・環境ＩＳＯ
の周知 

 
 
 

・職員による安全
点検を前・後期
はじめに１回ず
つ実施 

・保健環境美化委
員による環境Ｉ
ＳＯチェックの
実施（週１回） 

Ａ ・期休み明けに点検を実
施し、不備には対応し
た。ＩＳＯチェックや
美化週間時の点検を通
じて、環境美化意識の
向上を図った。 

・次年度も引き続き、特
別掃除区域の検討など
環境美化意識の高揚に
努めたい。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

学校運営
協議会制
度の充実 
 

学校運営協議
会の支援によ
る特色ある学
校づくり 
 

・学校運営協
議会の組織
的・継続的
な実施（年
２回） 

 

・協議内容を精選
した上で活動報
告を行う 

・担当者との連携
を深め、活発な
意見交換・情報
交換を促進する 

Ａ ・学校運営協議会委員か
ら甲佐高校活性化の提
案を日常の校務に生か
すことができた。十分
に協議会の役割を果た
すことができた。 

・今後数年間、甲佐高校
の在り方において重要
な時期であるため、協
議会の重要性をより自
覚して実施していきた
い。 

地域防災
および防
災教育の
確立 

生徒・職員の
防災に関する
意識の向上 

・地域と連携
し、地域に
おける防災
についての
理解を深め
る 

・防災意識の
向上 

・地域と連携した
防災訓練の実施 

・避難訓練と関連
付けた防災教育
の実施 

・スピーディな避
難訓練のための
生徒への事前指
導の徹底 

・避難先の保存食
、保存飲料の保
管・試食の経験
を行う 

Ａ ・地域と連携した防災訓
練は、本校生徒が地域
住民との交流とともに
、高校生としてできる
ことを考える機会とな
った。 

・次年度も引き続き、近
隣住民を含めた実施な
ど防災意識の高揚に努
めたい。 

 

４ 学校関係者評価 
  評価は昨年度並みである。取組自体は一定の成果を得ることができた。以下は学校関係
者から出された評価についての総括的な内容である。 

【生徒募集・学校魅力発信の強化】 
  本校独自の魅力や教育内容をより効果的に発信するため、広報戦略を再構築する。本校
の特色や授業内容、行事の魅力を日常的かつ効果的に発信し、中学校や地域へ学校の魅力
を広く届けていく必要がある。 

【地域連携の深化（探究・企業協働）】 
  地域企業とのアルバイトやスポットワークの活用、協働イベントの企画など、生徒が地



域で学ぶ場を増やす取組が求められており、探究活動や進路意識の向上につながる協働体
制の一層の充実が必要である。 

【進路指導の早期化・挑戦意欲の育成】 
  生徒や保護者に将来像を早期に具体化させる働きかけが重要であり、進路希望100％にと
どまらず、より高い挑戦を促す進路指導へと発展させ、１年次から計画的に取り組む体制
の強化が必要である。 

【行事・体験活動の魅力向上と発信】 
  生徒の行事に対する高い熱量を学校の魅力として生かし、行事の充実や体験型企画の拡
大を図るとともに、メディア発信を強めることで、学校の魅力を地域や中学生へより効果
的に伝えていくことが求められる。 

【学校の特色・強みの明確化と育成】 
  本校ならではの独自の強みをさらに明確化し、 広く周知していく必要がある。情報発信
を担う機能の拡充を図ることで、明確な学校の強みを育て、継続的に外へ示していく取組
を進める。 

【公立・私立の環境差への対応戦略】 
  無償化による私立優位の状況を踏まえ、公立としての強みである個別指導体制や通学条
件などを再整理し、私立との差別化を意識した魅力づくりと情報発信を強化することが求
められている。 

【個別指導体制の強みの発信】 
  外部委員から高く評価された「徹底した個別指導」を本校の大きな強みとして明確に打
ち出し、生活指導を含む手厚い支援体制を学校の安心感として積極的に広報へ反映してい
くことが重要である。 

【生徒の地域での可視化と活動促進】 
  高校生が地域で見える機会を増やすため、地域行事や企業連携、ボランティアなどへの
参加をさらに推進し、地域の中で生徒の存在感を高めることで、本校への信頼と認知の向
上を図る必要がある。 

 

５ 総合評価 
【本年度の学校教育目標についての評価】 
  「夢実現～可能性への挑戦～」の下、生活習慣の確立、学力向上、地域連携、キャリア
教育の各面で着実な成果が見られた。探究・ボランティア、防災訓練、いじめ防止、人権
教育等は高評価で、地域と協働する学びが生徒の自己肯定感と社会性を高めた。新入生増
加にも寄与しており、スクールポリシーに基づく教育活動の方向性は妥当である。一方、
広報の更なる強化や進路実現の全員達成には継続的改善が求められる。 

【本年度の重点目標についての評価】 
  重点に挙げた「基本的生活習慣の確立」「授業改善と個別最適な学び」「特別活動の活
性化」「地域連携の推進」では、授業評価アンケートの活用や公開授業週間、スタディサ
プリ・公営塾との連携等により学習意欲と自学力が向上した。行事やボランティア、地域
連携防災訓練は生徒主体性を育み満足度も高かった。ホームページ等の更新や中学校訪問
による魅力発信は一定の成果を上げ、新入生増につながった。 

  一方で、私立の強力なＰＲとの比較で広報力強化の必要性、行事の魅力をさらに外部発
信する工夫、進路目標の早期具体化と「挑戦」を促す指導の深化が今後の重点となる。 

【自己評価総括表に対する評価】 
  総括表はＡ評価が多数を占め、地域連携、探究・ボランティア、教育相談、人権・防災
等で高い達成が示された。一方、Ｂ評価の「広報」「部活動・生徒会の具体的方針」「進
路目標の全員達成」「言語環境・遅刻」「保健指導」は課題として明確化された。協議会
でも広報力強化、特色の明確化、地域での可視化、進路指導の早期化が提起されており、
次年度計画に反映可能な改善点が整理されている。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 次年度に向けては、まず本校の魅力発信をより加速させる必要がある。入学者数の伸長に
ついては、魅力が十分に伝わりきっていない現れと捉え、ホームページやＳＮＳ等による日
常の学びの発信や、中学校・地域との対話機会の拡大を通して、「ここでしか得られない価
値」を明確に示していくことが重要である。 
 また、一定の成果をあげてきている進路意識面や生活面のより一層の改善については、社
会的自立を促す教育的機会として捉え、地域との連携を生かすことも含め、全職員が一貫性
ある関わりを徹底し、生徒が自信を持って社会へ踏み出せる生活基盤の再強化を図る。 
 さらに、進路決定１００％という目標を達成するためには、早期からの目標具体化と挑戦
意欲を引き出すよう工夫していく。小さな成功体験を丁寧に積み上げ、最後までやり抜く粘
り強さを育む支援を充実することで、生徒一人一人の「夢実現」を確かなものにしていく。 

 


